
科目名 履修学年 ３　年 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

６ 組生徒はベク ト ルが終了し ていないため， 「 ベク ト ルと 平面図形」 「 空間ベク ト ル」 を取り 扱う .

一貫生は習熟度合いによるが， ベク ト ルの復習またはⅠＡ ⅡＢ の復習プリ ント に取り 組む

21

可能な限り 学系ごと に数学ⅠＡ ， 数学ⅠＡ ⅡＢ Ｃ のプリ ント にて入試基本～標準問題演習に取り 組む

23

数学ⅠＡ ， 数学ⅠＡ ⅡＢ Ｃ のプリ ント にて入試標準問題演習に取り 組む

19

数学ⅠＡ ⅡＢ 入試標準問題から 共通テスト 実践演習

20

推薦合格者に対する授業は， 調査をし た上で基本事項の確認をする予定

使用教科書
補助教材等

小
テ
ス
ト
・
課
題
提
出
小
テ
ス
ト
・
課
題
提
出

知識・ 技能， 思考力・ 判断力・ 表現力等を身につける
ために， 積極的に授業に参加し たり 諸問題に粘り 強く
取り 組みを行おう と し ている．

主体的に学習に取り組む姿勢

30%

１・３・６（文系クラス）

一部　 数研出版　 NEXT数学Ｃ

中学・高校

数学ⅠＡ ⅡＢ の各単元を中心に， 基礎的な知識の習得・ 確認および技能の習熟を図り ， 入試標準問題および共通テスト 問題を
解けるよう にする．

評価方法

各観点の授業内
評価方法等

教科名 

高校２ 年次までに学んだ基本的事項や原理法則
等を理解し ている．
また， 問題に対し て学習し た内容の理解および
知識利用し て， 数学的な処理ができ る．

文系数学演習

知識・技能 思考・判断・表現

単位数

学習目標

評価観点

4

評価規準

山　 﨑

数学

プリ ント にて演習

9

10

学期末の
各観点比率(%)

4

学習内容・学習単元・学習到達目標等

40% 30%

中
間
考
査

期
末
考
査

中
間
考
査

主に， 授業内テスト を実施し ， 知識・ 技能の習
熟度合いを評価する．

習得し た知識・ 技能を様々な問題に活かせるか，
小テスト 等で評価する．

知識・ 技能， 思考力・ 判断力・ 表現力を身につけるた
め， 粘り 強く 取り 組んでいるかを評価する． そのため
には， 普段の授業に対する取り 組みや， 提出物等を総
合判断する．

小
テ
ス
ト
・

課
題
提
出

2

8

3

担当者

11

12

1

2

3

5

6

7

授業計画

記述問題を中心に， 論理的な解答ができ るこ と ，
さ ら に， それら を組み合わせてやや発展的な諸問
題に対応し よう と し ている．
また， 自分の考えや解法を正し く 表現・ 説明し よ
う と し ている．

課
題
提
出

1



科目名 履修学年 3年 2 4 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

【 基礎力定着期間①】 　

演習ａ では「 数学Ⅰ」 「 数学Ⅱ」 「 数学Ⅲ」 の内容の復習
演習ｂ では「 数学Ａ 」 「 数学Ｂ 」 「 数学Ｃ 」 の内容の復習

中　 間　 考　 査
【 基礎力定着期間②】 　

演習ａ では「 数学Ⅰ」 「 数学Ⅱ」 「 数学Ⅲ」 の内容の復習

演習ｂ では「 数学Ａ 」 「 数学Ｂ 」 「 数学Ｃ 」 の内容の復習
期　 末　 考　 査

【 夏期講習会】
【 夏休みの課題】

【 受験問題演習期間①】 　

演習ａ では「 数学Ⅰ」 「 数学Ⅱ」 「 数学Ⅲ」 の内容の受験問題演習
演習ｂ では「 数学Ａ 」 「 数学Ｂ 」 「 数学Ｃ 」 の内容の受験問題演習

学　 年　 末　 考　 査

【 受験問題演習期間②】 　

演習ａ では私大過去問を中心に問題演習

演習ｂ では共通テスト 過去問を中心に問題演習

【 冬期講習会】

【 年内入試合格者の授業】

2

3

9
約
18

10

約
22

期
末
考
査

11

12
約
6

1

約
18

評価方法

教科名 数学 数学演習ab 中学・高校 5

単位数 7単位
使用教科書
補助教材等

数研出版　 ベーシッ ク スタ イ ル数学演習ⅠＡ ⅡBＣ

担当者 長尾、 竹田
数研出版　 ベーシッ ク スタ イ ル数学演習ⅢＣ

学習目標
数学の内容を学習し ていく 中で、 「 知識・ 技能」 の習得、 「 思考・ 判断・ 表現」 力の養成、 「 主体的に学習に取り 組む姿勢」 の育成を目指
す。
大学受験に向けた実践的な数学力を身につける。

学習内容・学習単元・学習到達目標等

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

・ 授業や教科書などで学んだ数学的な内容や公
式などを理解し ている。
・ 問題に対し ， 学んだ数学的知識を利用し て適
切な計算をするこ と ができ る。

・ 文字式や関数・ 方程式などの知識などを活用
し ， それら を組み合わせて論理的に考察するこ と
ができ る。
・ 自分の考えや解法を正し く 表現するこ と ができ
る。

採点者に分かり やすい解答を作成でき る

・ 宿題にコ ツコ ツ取り 組むなど、 粘り 強く 学習に取り
組んでいる。
・ 粘り 強い取り 組みを行う 中で， 自ら の学習をより 良
く 調整でき るよう に意識し ている。

各観点の授業内
評価方法等

①定期考査（ 計算問題） ①定期考査（ 記述問題） ①宿題や課題、 小テスト への取り 組み

→公式が正し く 使えるか、 正確に計算が行える
かを問う 。

→難易度の高い問題に対し て最適な思考を行い、
自分の考えを分かり やすく 解答でき るかを問う 。

②より 良い学習への取り 組み・ 調整

②授業内外の小テスト など

8

約
18

2

中
間
考
査

3

4

1

5

約
19

期
末
考
査

6

7
約
4

中
間
考
査

学
年
末
考
査

学期末の
各観点比率(%) 約50% 約30% 約20%

授業計画



2024年度

科目名 履修学年 3 年 4、5

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

●数学ⅠＡⅡＢC問題演習

36
中　 間　 考　 査 1

●数学ⅠＡⅡＢC問題演習

39
期　 末　 考　 査 1

●数学ⅠＡⅡＢC問題演習

29
中　 間　 考　 査 1

●数学ⅠＡⅡＢC問題演習

期　 末　 考　 査 36

進路決定者
21

3

1

2

3

２
学
期
中
間
考
査

8

2

9

10

期
末
考
査

11

12

授業計画

学習内容・学習単元・学習到達目標等

1

4

１
学
期
中
間
考
査

5

6
期
末
考
査

7

各観点の授業内
評価方法等

定期考査 定期考査 授業課題

学期末の
各観点比率(%) 40% 30% 30%

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

授業を通し て学んだ基本的事項や原理法則等を理
解し ている．
また， 問題に対し て学習し た内容の理解および知
識利用し て， 数学的な処理ができ る．

数や式， グラ フ ， 図形等の知識・ 技能を活用し ，
それら を組み合わせて諸問題に対応し よう と し て
いる．
また， 自分の考えや解法を正し く 表現・ 説明し よ
う と し ている．

知識・ 技能， 思考力・ 判断力・ 表現力等を身につける
ために， 積極的に授業に参加し たり 諸問題に粘り 強く
取り 組みを行おう と し ている．

評価方法

教科名 数学 数学演習a,b（ⅠAⅡBC） 中学・高校 組

単位数 7
使用教科書
補助教材等

自作プリ ント

担当者 渡辺
数研出版 ベーシッ ク スタ イ ル数学ⅠＡ ⅡＢ Ｃ

学習目標

数学ⅠＡ ⅡＢ Ｃ の各単元について， 入試標準問題及び共通テスト 問題を 迷いなく 解けるよう にする。



科目名 履修学年 3年 ７・８・９ 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

数学Ⅲ 定積分 8h
定積分の応用

週7時間のう ちの5時間14h 週7時間のう ちの2時間 8h
数学C 複素数平面 大学入試問題演習 基礎力ク ラ スは( 電大中心) 入試演習

応用力ク ラ スは中堅国公立入試演習 30h
数学Ⅲ( 70分) 定期考査 共テ+大学入試記述問題 数学C( 50分)  定期考査 積分+複素数平面基礎計算問題

数学Ⅲ・ C 週7時間 基礎力ク ラ スは( 電大中心) 入試演習
応用力ク ラ スは中堅国公立入試演習

数学Ⅲ( 70分) 定期考査 共テ+大学入試記述問題 数学C( 50分)  定期考査 積分+複素数平面基礎計算問題
夏期講習会　 確率分布と 統計的な推測 38h

週7時間　 大学入試問題演習
応用と 基礎で演習内容は担当者選択

学年末考査 数学Ⅲは記述式形式 数学Ｃ は共テ形式 30h

入試演習

37h
冬期講習会

自宅学習
推薦進学者特別授業

学
年
末
考
査

学期末の
各観点比率(%)

4

1

2

期
末
考
査

学習内容・学習単元・学習到達目標等

40% 30% 30%

授業計画

中
間
考
査

大学入試問題に取り 組むこ と で3年間で習得し た数学を体系的に学びなおす． その過程を通じ て大学に進学するにたる学力を身につける

定期考査において簡単な計算問題が解けるかど
う か

定期考査において受験数学問題が解けるかどう か

5+2

評価方法
評価観点

評価規準

各観点の授業内
評価方法等

学習目標

スタ ディ エイ ド を用いた自作プリ ント 等

樋田

永野

中学・高校

使用教科書
補助教材等

3

担当者

11

12

1

2

3

5

6

7

8

9

10

教科名 

数学の定理・ 公式を理解し 教科書の例題や練習
問題を解く こ と ができ る( 知識)
簡単な定理・ 公式を複数組み合わせてでき る重
要な例題の解法を理解し 再現するj こ と ができ
る( 技能)

数学の見方や考え方が身についているか評価する
う えで最も 重要な問題は大学入試問題である
教科書の知識をも と に難解な問題を解決でき るい
く つかの問題に分解するこ と ができ る( 思考・ 判
断) 　 　 　 　 　 　 　 分解・ 統合を行う 過程を他者
に論理的に記述するこ と ができ る( 表現)

今後の社会生活においても 少なく と も 高校数学と 同程度に論
理的に考えなければなら ない場面は多いと 想像さ れる
こ のこ と から 授業・ 宿題・ 課題・ 小テスト など課せら れたも
のに対し てあき ら める こ と なく 取り 組む姿勢は重要である こ
と は明ら かである
上記のこ と を 理解し 成果のみにと ら われる こ と なく 積極的に
行う こ と ができ る

主体的に学習に取り組む姿勢

・ 授業に熱心に取り 組むこ と ができ たか

・ 提出物を積極的に提出でき たか

・ 小テスト のと き 直し は行っ ているか

単位数

数学 数学Ⅲ・ C

知識・技能 思考・判断・表現

コ ネク ト 　 数学Ⅲ・ C　

ネク スト 　 数学Ⅲ・ C



2025年度

科目名 履修学年 3 年 8 , 9

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

●数学ⅠＡⅡＢC問題演習

32
中　 間　 考　 査 1

●数学ⅠＡⅡＢC問題演習

40
期　 末　 考　 査 1

●数学ⅠＡⅡＢC問題演習

29
中　 間　 考　 査 1

●数学ⅠＡⅡＢC共通テスト実践演習

32

進路決定者
19

3

1

2

3

２
学
期
中
間
考
査

8

2

9

10

11

12

授業計画

学習内容・学習単元・学習到達目標等

1

4

１
学
期
中
間
考
査

5

6
期
末
考
査

7

各観点の授業内
評価方法等

定期考査 定期考査 授業課題

学期末の
各観点比率(%) 40% 30% 30%

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

授業を通し て学んだ基本的事項や原理法則等を
理解し ている．
また， 問題に対し て学習し た内容の理解および
知識利用し て， 数学的な処理ができ る．

数や式， グラ フ ， 図形等の知識・ 技能を活用し ，
それら を組み合わせて諸問題に対応し よう と し て
いる．
また， 自分の考えや解法を正し く 表現・ 説明し よ
う と し ている．

知識・ 技能， 思考力・ 判断力・ 表現力等を身につける
ために， 積極的に授業に参加し たり 諸問題に粘り 強く
取り 組みを行おう と し ている．

評価方法

教科名 数学 数学（ⅠAⅡBC） 中学・高校 組

単位数 7( 5+2)
使用教科書
補助教材等

自作プリ ント

担当者 加来
2024大学入学共通テスト

学習目標

数学ⅠＡ ⅡＢ Cの各単元について， 入試標準問題及び共通テスト 問題を迷いなく 解けるよう にする。



科目名 履修学年 ３年

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

〇数学ⅠＡ 基本演習

〇数学ⅠＡ 基本演習

〇数学ⅠＡ 基本演習

評価方法

教科名 数学 自選数学I A演習 中学・高校

単位数 2単位
使用教科書
補助教材等担当者 竹田

自作プリ ント

学習目標 数学ⅠＡ の基本問題を確実に解けるよう にする。 計算力を身につける。

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

授業を 通し て学んだ基本的事項や原理法則等を 理解
し ている ．
また， 問題に対し て学習し た内容の理解およ び知識
利用し て， 数学的な処理ができ る ．

数や式， グラ フ ， 図形等の知識・ 技能を 活用し ， そ
れら を 組み合わせて諸問題に対応し よ う と し てい
る ．
また， 自分の考えや解法を 正し く 表現・ 説明し よ う
と し ている ．

知識・ 技能， 思考力・ 判断力・ 表現力等を 身につける ため
に， 積極的に授業に参加し たり 諸問題に粘り 強く 取り 組み
を 行おう と し ている ．

7

授業計画

学習内容・学習単元・学習到達目標等

各観点の授業内
評価方法等

計算テスト ・ 確認テスト 確認テスト 課題など

学期末の
各観点比率(%) 50% 20% 30%

8

3

1

5

10
6

2

9

6

1

4

8

12

2

3

10

11



科目名 履修学年 ３年

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

〇数学ⅡＢ Ｃ 基本演習

〇数学ⅡＢ Ｃ 基本演習

〇数学ⅡＢ Ｃ 基本演習

〇数学ⅡＢ Ｃ 基本演習

担当者 渡辺
プリ ント

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

学習目標 数学ⅡＢ Ｃ の基本問題を 確実に解けるよう にする。 計算力を 身につける。

評価方法

教科名 数学 自選数学ⅡＢ 演習 中学・高校

単位数 2単位
使用教科書
補助教材等

・ 教科書例題レベルの基本問題の解法が定着し て
いるか。
・ 入試に耐えう る基本計算力が身についている
か。

・ 答えだけでなく 、 そこ に到達するまでの過程を
き ちんと 記述するこ と ができ るか。
・ 少し 複雑な問題にも 、 果敢に挑戦するこ と がで
き るか。

・ 自宅学習にし っ かり と 取り 組み、 学習内容の定着を
図れているか。
・ 自分の課題などを把握し 、 どのよう に改善し ていく
かを自分で考えら れるか。

学期末の
各観点比率(%)

各観点の授業内
評価方法等

単元テスト ・ 計算テスト ・ レポート で評価する。

100%

授業計画

3

1

2

3

学習内容・学習単元・学習到達目標等

1

4

12

5

6

7

8

12

2

9

10

11

12

10

12
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